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エ
イ
ズ
、
結
核
、
マ
ラ
リ
ア
の
克
服

国
境
超
え
た
協
力
訴
え

ＡＭＤＡなど主催

　
地
球
規
模
と
地
域
レ
ペ
ル
の
感
染
症
対
策
を
と
も
に
発
表
し
合
い
、
エ
イ
ズ
、
結
核
な
ど
の
感

染
症
へ
の
理
解
を
深
め
る
「
国
際
保
健
セ
ミ
ナ
ー
　
ー
ｎ
　
ｏ
ｋ
ａ
ｙ
ａ
ｍ
ａ
」
　
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
な

ど
主
催
）
が
2
6
日
、
岡
山
市
内
の
ホ
テ
ル
で
あ
っ
た
。
発
展
途
上
国
の
感
染
症
対
策
を
支
え
る
資

金
を
提
供
し
よ
う
と
設
立
さ
れ
た
「
世
界
エ
イ
ズ
・
結
核
・
マ
ラ
リ
ア
対
策
基
金
」
な
ど
が
主
催

し
、
東
京
で
あ
っ
た
「
グ
ロ
ー
バ
ル
セ
ミ
ナ
土
を
受
け
、
仙
台
、
京
都
な
ど
全
国
６
都
市
で
開

か
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
…
…
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
石
戸
諭
、
坂
根
真
理
」

三大感染症制圧へ世界的規模で取り組み、学ぶことを

　
　
４
力
国
7
0
人
参
加

　
　
◆
「
人
間
の
安
全
保
障
」

　
　
視
座
に
　
セ
ミ
ナ
ー
に
は

ら
４
力
国
約
7
0
人
が
参
加
。

ト
エ
イ
ズ
、
結
核
、
マ
ラ
リ

バ
ア
が
世
界
、
特
に
途
上
国

Ｗ
で
生
命
と
暮
ら
し
を
脅
か

論議する国際保健セミナーの/

す
三
大
感
染
症
で
あ
る
こ

と
か
ら
「
人
間
の
安
全
保

障
」
の
視
点
か
ら
克
服
策

を
話
し
合
っ
た
。
司
会
役

の
山
本
正
・
日
本
国
際
交

流
セ
ン
タ
ー
理
事
長
は

　
「
人
間
の
安
全
保
障
は
、

恐
怖
・
欠
乏
か
ら
の
自
由

と
尊
厳
を
も
っ
て
生
き
る

自
由
の
こ
と
だ
」
と
述
べ
、

国
境
を
超
え
た
協
力
の
必

要
性
を
訴
え
た
。

　
ル
ワ
ン
ダ
保
健
省
の
キ

ャ
ロ
ラ
イ
ン
・
カ
ヨ
ン
ガ

事
務
次
官
は
、
感
染
者
増

加
に
歯
止
め
を
か
け
て
い

る
同
国
政
府
の
取
り
組
み

を
報
告
。
ク
リ
ス
ト
フ
・

ペ
ン
世
界
エ
イ
ズ
・
結
核

・
マ
ラ
リ
ア
対
策
基
金
渉

外
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
は
「
（
三

大
感
染
症
で
）
世
界
で
６

０
０
万
人
が
命
を
奪
わ
れ

て
い
る
。
単
な
る
健
康
の

問
題
で
は
な
い
」
と
各
国

が
手
を
組
む
こ
と
の
大
切

さ
を
強
調
し
た
。
ｆ

◆
「
岡
山
発
」
の
感
染
・

一
対
策
第
２
部
で
は
、
「
岡

出
発
」
の
感
染
症
対
策
が

話
し
合
わ
れ
た
。
岡
山
市

に
本
部
を
持
つ
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

社
会
開
発
機
構
の
鈴
木
俊

介
理
事
長
は
、
ホ
ン
ジ
ュ

ラ
ス
と
ザ
ン
ビ
ア
で
の
取

り
組
み
を
発
表
し
た
。
「
ホ

ン
ジ
ュ
ラ
ス
は
、
中
米
の

Ｈ
Ｔ
Ｉ
Ｖ
（
ヒ
ト
免
疫
不
全

ウ
イ
ル
ス
）
感
染
者
の
約

６
割
を
占
め
、
大
半
が
大

都
市
の
若
年
層
」
で
あ
る

と
説
明
。
そ
の
上
で
「
Ｈ

Ｉ
Ｖ
対
策
を
思
春
期
対
策

と
し
て
位
置
づ
け
、
地
域

の
大
学
生
を
中
心
に
Ａ
Ｍ
二

Ｄ
Ａ
が
『
若
年
層
に
ど
う

知
識
を
伝
え
る
か
』
を
教

え
て
い
る
。
彼
ら
が
地
域

の
学
校
で
教
え
る
こ
と
が

Ｈ
Ｉ
Ｖ
を
防
ぐ
こ
と
に
つ

な
が
る
」
と
話
し
た
。

　
ま
た
、
高
齢
者
を
中
心

に
感
染
が
報
告
さ
れ
る
結

核
に
つ
い
て
、
多
田
敦
彦

・
国
立
病
院
機
構
南
岡

山
医
療
セ
ン
タ
ー
統
括

診
療
部
長
は
「
軽
症
で

し
っ
か
り
治
す
た
め
に
早

期
受
診
を
」
と
呼
び
か
け

た
。
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